
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,563 人     
女性   16,145 人    
合計   30,708 人    
世帯   13,592 世帯

( ＋ 63）
( ＋ 40）

( ＋ 103）
( ＋ 114）

人の動き
 （R2.4.30 現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   6 月 30 日火    口座振替  6 月 25 日木

町県民税（普通徴収）　　            　         第 1 期・全 期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
たかつき・とおる　大学職員。。。片道 40 分をクロスバイクで通勤中。
　小学校から続けている野球のポジションはキャッチャー　大洲市出身
たかつき・あいこ　主婦。お菓子やパン作りが趣味。おからを使った
　スコーンなど、美味しくて健康にも良いおやつが大好評　西条市出身
たかつき・ゆうい　電車が好きで、路線図やガイドブックを愛読。日本
　全国を巡るのが夢　小 1
たかつき・いちか　お絵描きが得意。描いた絵が特選に選ばれ県美術
　館に展示されたことも。ママと一緒に作るメロンパンが大好き　5 歳

家 族 の き ず な

　北黒田に住む髙月さんファミリー。生活の中で工夫しながら、
上手に楽しみを見つけていく仲良し家族です。
　愛子さんが買い物から帰ると、椅子や布団をリビングの天井
高く積み上げた秘密基地が―。制作者は徹さんと悠生くん。「遊
んでくれるところが大好き」と悠生くんが笑うように、いつも全力
で子どもたちと遊ぶ徹さんは、近所でも人気者。そんなお父さ
んと採集したカブト虫を育てる悠生くんは、40匹以上生まれた
幼虫を毎年増やすなど生き物を大切にする優しい男の子です。
　一方いちかちゃんは、可愛いお手紙をプレゼントしたり、家の
中にヒントを書いた紙を隠してゴールまで順番にたどるゲーム
を考えたり、いつも家族を楽しませるアイデアマン。お手伝い
も進んでしてくれるため、ステイホームの間に愛子さんは、「せっ
かくなら思い出に残るものを」と牛乳パックを使ったそうめん
流しやプラレールを使った回転寿司などみんなで作れる楽しい
食事を考え、家でもいろんな経験ができるよう工夫しています。
　「いつか札幌駅に行きたい」と目を輝かせる悠生くん。髙月さん
ファミリーは、これからも4人の楽しい思い出を増やしていきます。
　次回は、愛子さんと悠生くんのお友達、篠原順華さん、琉希く
ん＝本村＝ファミリーをご紹介します。

髙月徹さん  愛子さん  悠生くん  いちかちゃん 
（北黒田）
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　北伊予中学校では昨年度、校旗を新調しました。これま
での校旗は、昭和 29 年に製作され 65 年の間大切に使用さ
れてきましたが、劣化が激しく使用に耐えかねる状態になっ
ていました。昭和 29 年当時としては最高級品であったため、
現在同等の校旗を新調するとなると高額の費用が必要でし
た。そこで、教育後援会、PTA、教職員を構成員とする「校旗
新調推進委員会」を発足し、校旗の新調に向けて本校関係
者に協力をお願いしました。歴代の区長さんや PTA 会長さ
んをはじめとした地域の方々、そして歴代の校長先生をは
じめとした先生方の御協力もあり、数年かかると思われた
新校旗が、わずか1年で完成しました。さらに、旧校旗をガ
ラスの額縁に入れ、学校の玄関に飾ることもできました。
　旧校旗には、これからも私たちを見守ってもらい、新校旗
には、新たな北伊予中学校の歴史と伝統を刻んでいきたい
と思います。私たちの北伊予中学校が、たくさんの方に支え
られていることを改めて感じるとともに、北中生として地域
に貢献できる中学生になりたいと感じました。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、北伊予中学校の校旗につい
て紹介します。

学校自慢編

㊤新校旗
㊦贈呈式の
様子

北伊予中学校 3 年生（写真左から）

栗𠩤京士郎 さん （前生徒会長）       塩﨑和 さん （現生徒会長）
Kurihara Kyoshiro                             Siozaki Izumi

Kids 松前小 6 年・北黒田         玉
たま
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　　　　  ｢強くて優しい剣士になりたい｣頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
　松前小学校 6 年生の玉井由奈さん。小学校 4 年生から始め
た剣道を頑張っている女の子です。
　剣道の魅力を、「かっこいいし、面が入ると気持ちいい」と
話す由奈さん。幼児から中学生までが一緒に練習する松前町
スポーツ協会剣道部では、下級生を指導することも多いとい
います。このとき由奈さんが心掛けているのは、怒らずにしっ
かりと言葉にしてアドバイスをすること。教えられる立場に
立ち、「言い方がきつくなって怖がられないように」と下級生
を思いやっています。一方、「中学生になったら剣道部でも先
輩に厳しく指導してもらいたい」と話すように、うまくなるた
めに自分を追い込む負けん気の強い一面も―。「アドバイスを
しっかり実行して、試合で 1 本を取る」と意気込んでいます。
　休校中は、縄跳びや走り込みで体力づくりをしながら練習
再開に備えてきた由奈さん。剣道が大好きだと胸を張る由奈
さんは、その芯の強さと優しさで、みんなに信頼される剣士
に育っていくことでしょう。
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